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男児で １ 割、女児で 8 ％（2012年学校保健統計）
である。しかし、学校健診による 2 型糖尿病の発
見率は増加している。食習慣、運動習慣、生活習
慣における課題があるとみられる。
　小児肥満は 7 割位が成人肥満に移行する。肥満
期間が長いため、若年で生活習慣病を発症しやす
いが生活習慣コントロールが難しく、罹病期間も
長くなるため合併症を発症しやすい。肥満の母親
からは巨大児のリスクが高まり、巨大児もまた生
活習慣病の発症リスクが高い。親が肥満の場合は
その生活習慣を子どもも継承しやすく、小児肥満
リスクも高い。
　健康教育には、年齢を問わず一貫した啓発が求
められる。児童期から望ましい生活習慣を身につ
けるのに、専門職の支援が必要である。
研究会風景
（文責：田澤　薫［たざわ・かおる］聖学院大学人
間福祉学部児童学科教授）
